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　私たちが、新たな仕事や行動に向かうとき、過去に経験があるかないかで
取り組む時の気持ちや姿勢は大きく変わる。経験があれば、何となくイメー
ジがわき、展開の予想もつくので安心できるが、逆に経験がないと取り組み
方もわからず、常に不安を感じながら向き合うことになる。こうした場合、
経験は強い味方ということになる。

　一般的に、大多数の人が経験を信頼している。自ら経験したことが、好み
を決め、直感力を養い、意思決定の道しるべとなっている。経験は大切な教
師であってその教訓はいつまでも自分の見方になってくれる。どんな社会で
も経験は尊ばれる。誰もが経験豊富な医師、弁護士、政治家、経営者を求め
る。経験は豊かであればあるほど望ましいものといえる。

　しかし、一方で経験に頼りすぎると、経験が授けてくれる「知識」のせい
で、本当は思慮不足なのに、知恵者になったような気になってしまうことも
ある。経験のバイアスがかかり、経験に基づく教えが、意思決定や判断を誤
らせ、時として致命的な結果をもたらしうるという事実は、私たち人間が物
事を学んだり考えたりする上で由々しき問題となっている。

〇　経験のメリット
　　・無意識のうちに学べる　　　　　　・迅速に学べる
　　・心強い味方になる　　　　　　　　・永続性がある
　　・他者の経験からも学ぶことができる

「経験バイアス　ときに経験は意思決
定の敵となる」
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　私が勤務する京都すばる高校には「グローバルビジネス」という商業科目
（学校設定科目）があり、開発途上国のソーシャルビジネスを主に取り扱っ
ている。その授業内で、アフリカで起業した日本人や、そのビジネスプラン
を紹介したいと思い、本書を手に取った。

　主人公である仲本千津さんは、アフリカのウガンダで伝統的に使われてい
る布や柄を使ったバッグを製造し、日本で販売する「RICCI EVERYDAY

（リッチー エブリデイ）」の創業者である。仲本さんは幼いころの悲しい体
験から、「人の命を救いたい」という思いを持つようになった。医者になっ
て病気を治す、国連職員になって戦争をなくす…そんな数々の夢を経て、仲
本さんが選んだのは「社会起業家」だった。本書は単にある女性の進路実現
ドキュメンタリーではなく、ビジネスで人の命を救うことは本当にできるの
か、という大きなテーマについても私たちに考えさせる一冊となっている。

　内容は11の章に分かれている。
第１章　社会起業家、仲本千津
第２章　「私、国連で働く！」
第３章　銀行からアフリカ支援NGOへ
第４章　起業
第５章　おかあちゃん 百貨店飛び込み営業事件
第６章　原石が宝石に変わるとき
第７章　罪深きファッション業界
第８章　ウガンダのためにも、日本のためにも
第９章　救えなかった命
第10章　夢見る力
第11章　 平和をつくるバッグ

「アフリカで、バッグの会社はじめま
した」
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〇　経験のデメリット
　　・見落としているものができやすい
　　・無視すべきものが見えにくくなる
　　・いったん学んでしまうと、忘れることが難しい
　　　　→　これらが経験バイアスとなってしまう

　筆者は、結びで「経験は、確かに、信頼できる教師、かけがえのない友人、
なくてはならない味方になってくれる。経験は大切な情報源なのだ。経験か
ら得られる教訓は、私たちの選好や認識を形成する一翼を担っている。だか
らこそ、経験にはバイアスがかかっていることを認識し、どんな環境下で得
られた教訓なのかを、批判的な目で見ることが極めて重要なのだ。」と述べ
ている。経験に頼りがちな私も教訓としたい一冊である。

　　序章　経験はすばらしい教師だ
　　　　　　― が、そうではないこともある ―
　第１章　人をあざむくストーリー
　　　　　　― 経験が単純すぎる物語になるとき ―
　第２章　ひらめきの喪失
　　　　　　― 経験が創造力を削いでしまうとき ―
　第３章　リスクに気づかない
　　　　　　― 経験が危険を隠してしまうとき ―
　第４章　見せかけの自由
　　　　　　― 経験が選択の幅を狭めるとき ―
　第５章　心地よければやってよし
　　　　　　― 経験が節操を失わせるとき ―
　第６章　百発百中の魔弾
　　　　　　― 経験が成功の秘訣の幻想をもたらすとき ―
　第７章　幸せの妨げ
　　　　　　― 経験が満足を損なうとき ―
　　結び　経験コーチの知恵
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